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有機原材料に関しては受け入れを行った原材料を投入するという記録を作成するので、

必ず受入管理の記録を作成してから、生産行程の記録を作成してください。 

 

 有機原材料以外の「非有機原材料」、「食品添加物」、「加工助剤」、「その他」に区分される

原材料はロットの選択はせずに、「投入」を選択するか、空行を選択するかの二択になって

います。有機原材料以外の原材料を投入する場合は「投入」を、投入しない場合は空行を選

択してください。 

 

ドロップダウン横の入力欄には原材料の投入量を入力してください。小数点第６位まで

入力が可能です。 

 

 入力欄横の「プラス」ボタンは原材料の入力欄を増やす場合に使用します。ロット番号の

違う同じ原材料を入力する際に使用してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

押下 
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（２）製品量の入力 

製品量は投入した原材料からどれだけの製品ができたのかを入力します。 

 

以下が製品量の入力例です。「格付」ボタンを選択することで編集してある製品量と荷口

形態の値をそのまま格付け記録として入力することが可能です（格付け管理記録に関して

は 63ページを参照してください）。 

 

製品量の入力を行うと製造管理記録画面の表の数量、総量、残量に値が反映されます。 
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（３）洗浄記録の入力 

 洗浄記録には洗浄した機械の記録を入力します。 

 

以下が洗浄記録の入力例です。 

 

生産行程管理画面で入力された洗浄記録は「洗浄管理画面」から一覧の確認と帳票の出力

ができます。洗浄管理画面はホーム画面の洗浄管理を選択するか、メニューの洗浄管理を選

択することで表示することができます。 

 

 

押下 

押下 
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以下のように洗浄管理画面が表示されます。 

 

画面左上に表示されている区分・製品ドロップダウンで表の内容を絞り込むことができま

す。製品に製品画面で登録した内容が表示されます。「ミカンジュース」を選択した場合は

ミカンジュースの情報のみが表に表示されます。 

 

画面右上の記録期間に日付を入力することで表の情報を日付で絞り込むことが可能です。 
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（４）生産行程表示メッセージについて 

 画面上部には生産行程で入力された内容についてメッセージが表示されます。 

 

①非有機含有率 

非有機含有率は投入された原材料に含まれている非有機重量が投入総量の何パーセント

になるかを示しています。非有機含有率が 5%を超えた場合は以下のように表示されます。 

 

 

②歩留り 

 歩留りは投入された原材料総量と製品量に入力された重量の総量から計算されます。ま

たサンプル保存量は製品量に含め、破棄量は製品量から減算されます。想定歩留りに関して

は「配合管理」画面で入力された想定歩留りと、設定画面で入力された歩留り許容誤差範囲

から作成されます。想定歩留りが 60 で歩留り許容誤差範囲が 5 である場合は想定歩留り

55%～65%と表示されます。 

 

想定歩留り範囲内に歩留りがない場合には以下のように表示されます。
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③機械洗浄 

 生産行程で使用した機械が慣行併用である場合、洗浄することが必須になります。慣行併

用の機械が生産行程で使用されていて、洗浄がされていない場合以下のように表示されま

す。 

 

 

 

（５）その他 

「追加確認」ボタンを選択すると追加確認画面が表示されます。詳細は 72ページを参照し

てください 

 

「戻る」ボタンを選択すると製造管理画面が表示されます。 
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５． 格付と出荷管理記録を作成する 

 製造管理記録を作成されると格付と出荷の記録が作成可能になります。また格付・出荷の

記録から JASマーク管理記録が作成されます。 

 

５．１ 格付・出荷管理 

格付と出荷の記録は、「格付出荷画面」で設定することができます。「格付出荷画面」を開

くには製造管理画面に表示されている表の「格付出荷」ボタンを選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

押下 
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下図のように、製品画面が表示されます。 

 

以下が格付管理記録の入力例です。格付管理記録の「追加」「編集」ボタンを選択すること

で編集画面が表示されます。 

 

 

※総量は、少数第 3位まで入力できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 65 - 

 

格付け日に入力できる日付は製品の生産開始日よりも新しい日付になります。古い日付を

入力した場合は以下のようなメッセージが表示されます。 

 

出荷の記録を追加する場合は出荷記録の「追加」ボタンを選択します。出荷する製品がどの

日に格付したものなのかを選択する画面がまず表示されます。2016/02/20 に格付けしたも

のを出荷する場合は上のチェックボックスを選択し、関連付けがない場合は下のチェック

ボックスを選択します。 

 

格付出荷関連付け編集画面で「OK」ボタンを選択すると以下の出荷編集画面が表示されま

す。 

 

 

 

※総量は、少数第 3位まで入力できます。 
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画面上部の「総量」ボタンを選択すると総量編集画面が表示されます。 

 

総量は格付けの総量を入力してください。製品量が 100kg あった場合格付けを 50kg ずつ

二回に分けて行った場合、格付総量は 100kgですが、同じ 100kgの製品を 2回格付けした

場合も 100kgとなります。 

 

 

画面上部の「戻る」ボタンを選択すると製造管理画面が表示されます。 

 

 

格付記録の一覧の表示、帳票の出力は「格付管理」画面から行います。格付管理画面を表示

するにはホーム画面の「格付管理」ボタンを選択するか、メニューの「格付管理」ボタンを

選択します。 

 

 

 

 

 

押下 

押下 
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以下のように格付管理画面が表示されます。 

 

 

画面左上に表示されている区分・製品ドロップダウンで表の内容を絞り込むことができま

す。製品に製品画面で登録した内容が表示されます。「ミカンジュース」を選択した場合は

ミカンジュースの情報のみが表に表示されます。 

 

画面右上の記録期間に日付を入力することで表の情報を日付で絞り込むことが可能です。 
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出荷記録の一覧の表示、帳票の出力は「出荷管理」画面から行います。出荷管理画面を表

示するにはホーム画面の「出荷管理」ボタンを選択するか、メニューの「出荷管理」ボタン

を選択します。 

 

 

以下のように格付管理画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

押下 

押下 
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５．２ JASマーク管理 

JASマーク管理記録は格付・出荷時に使用された JASマークの記録の一覧表示を行うこ

とができますまた、受け入れが行われた JASマークの記録を作成することができます。 

 

「JASマーク管理画面」を開くにはホーム画面の「JASマーク管理」を選択します。 

 

 

 

※ホーム画面以外からは、右図のようにメニューの

「JASマーク管理」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

押下 

押下 
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下図のように、JASマーク管理画面が表示されます。 

 

 

下図は、JASマーク管理を追加、編集する際の入力例です。 

＊印が付いた項目が必須項目です。 
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画面左上に表示されている製品・JAS マーク分類ドロップダウンで表の内容を絞り込む

ことができます。 

 

画面右上の記録期間に日付を入力することで表の情報を日付で絞り込むことが可能です。 

 

画面右上に表示されている図は使用した JAS マークと受け入れた JAS マークの量を示

しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表の区分「格付」「出荷」の記録は JASマーク管理画面から編集を行えません。編集を行お

うとした場合は以下のようなメッセージが表示されます。 

格付と出荷の記録はそれぞれの管理記録画面から行ってください。 

また、手元にある JASマークの残数が入力した残数よりも多くなってしまった場合は「区

分」に受入を選択して備考に棚卸減耗等の内容を記載して対応するようにしてださい（少な

い場合は「区分」に破棄を選択してください）。 

 

記録期間以前の残量 

受け入れた JASマーク総数 

使用した JASマーク総数 

残った総量＝受入－払出 
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６． その他機能 

６．１ 追加確認機能 

 追加確認機能は編集画面で入力する入力欄を新規に作成し管理することができる機能で

す（温度、湿度、pH など）。生産行程管理画面と受入管理画面から使用することができま

す。 

６．１．１ 受入管理画面での追加確認機能の使用方法 

 

 （１）受入管理画面から「追加確認」ボタンを押します。 

 

 

追加確認画面が表示されます。 

 

押下 
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（２）「新規」ボタンを押して、以下のように編集画面に値を入力します。入力確認区分に

入力、前文に“状態は”、後文に“です。”を入力した結果がプレビュー欄に表示されていま

す。入力確認区分で入力を選択した場合はプレビュー欄に表示されているように入力欄を

追加することがでいます。 

 

 

（３）「OK」ボタンを押すことで追加確認に追加されます。 

 

 

（４）「新規」ボタンを押して、以下のように編集画面に値を入力します。入力確認区分に

チェック、後文に“品質確認実施”を入力した結果がプレビュー欄に表示されています。入

力確認区分でチェックを選択した場合はプレビュー欄に表示されているようにチェックボ

ックスを追加することがでいます。 

 

 

押下 

押下 
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（５）「OK」ボタンを押すことで追加確認に追加されます。 

 

 

（６）「戻る」ボタンを押して受入管理画面を表示します。 

 

 

（７）「新規」ボタンを押して、受入管理編集画面が表示します。「追加確認」ボタンを押し

て、編集詳細画面を表示します。追加確認画面で追加した内容が表示されます。 

 

押下 

押下 
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（８）以下のように入力を行い「OK」ボタンを押します。 

 

 

（９）新規追加した行を選択してテキストアイコンを押すと追加確認で編集した内容が表

示されます。 

 

（１０）追加確認で編集した内容は帳票に反映されます。 

 

押下 

①  
押下 

② 
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６．１．２ 生産行程管理画面での使確認機能の使用方法 

生産行程管理画面から追加確認機能を使用する場合は受入管理画面から使用する場合と異

なり、作業内容と、追加確認内容を紐づける必要があります。 

 

（１）「追加確認」ボタンを押します。 

 

 

追加確認画面が表示されます。すでに温度を確認する追加確認が表示されている状態です。 

 

 

押下 
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（２）「作業内容」ボタンを押します。 

 

 

作業内容と紐付けを行う画面が表示されます。すでに登録されている“搾汁”と“混合”の

作業に温度確認が紐づいている状態です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

押下 
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（３）搾汁のチェックを外し、混合にチェックがされている状態にします。チェックが外れ

ると温度に関する追加確認を搾汁では行わないように設定されます。 

 

作業行程が搾汁の場合は追加確認が表示されません。 

 

 

作業行程が混合の場合は追加確認が表示されます。 
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６．２ 歩留チェック機能 

 想定した通りの歩留りが得られているかを確認する機能です。 

 

（１）「設定」ボタンを押します。 

 

設定画面が表示されます。歩留り許容誤差範囲に値が初期値で５が入力されています。 

 

 

押下 
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（２）歩留り許容誤差範囲は、想定歩留りから前後何％まで問題のない歩留りかを設定する

値です。歩留り許容誤差範囲が５％で想定歩留りが 80％の場合は 75％～85％までは許容範

囲内となります。 

 

 

（３）想定歩留りを入力します。想定歩留りは配合管理画面の想定歩留率の入力欄から編集

できます。初期値として 100％が入力されています。 
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（４）歩留り許容範囲を確認します。想定歩留りが 100％、歩留り許容誤差範囲が 5％で、

実際の歩留りが 50％の場合は生産行程管理画面で以下のように表示されます。 

 

 

想定歩留りが 50％の場合は以下のようになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


